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目的： 

妊婦の化学物質のばく露と胎児死亡との関連について分かっていることはほとんどないため、エコチル調査のデータを用いて、

妊婦が職業上ばく露する可能性のある化学物質と流産・死産の発生割合との関連を検討した。 

 

方法： 

エコチル調査に参加している妊婦 97,415 人を対象に、妊娠初期及び妊娠中期それぞれにガソリン、殺虫剤、毛髪染め、漂白剤

を仕事で半日以上かけて使用した頻度を質問紙によって収集し、それらの化学物質へのばく露と胎児死亡（流産：妊娠 22 週未

満の死亡、死産：妊娠 22 週以降の死亡）との関連について調べた。 

 

結果： 

診療記録に生産か死産か記載がある子ども 101,446 人のうち、923 人（0.91%）が流産で 379 人(0.37%)が死産だった。妊娠初期か

ら妊娠中期の週 1 回以上の仕事上の毛髪染めの使用が、その後の死産の発生と関連し、仕事で毛髪染めの使用頻度が高くな

るほど死産が発生する割合が大きくなる傾向が示された。妊娠初期の職業上の毛髪染めの使用頻度と流産の発生割合と

の関連は認められなかった。その他の化学物質については、仕事上の使用頻度に関わらず、流産または死産発生との関連は

認められなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

毛髪染めに含まれるアニリン誘導体は、皮膚や呼吸からの吸収によりメトヘモグロビン血症を起こすことが知られるており、非常

に身近な化学物質である毛髪染めの成分が胎児に与える影響を確認するために、妊婦の生体試料中の化学物質濃度等の客観

的な指標を用いて今回示された関連を検証する疫学研究や、毛髪染めが胎児へ与える影響を検討する追加研究等が求められ

る。 

 

結論： 

妊娠初期から妊娠中期における週 1 回以上の毛髪染めへの職業上のばく露が、死産の発生と関連があることが示された。特に

美容師などの頻繁に毛髪染めを使用する職種において、妊娠中に毛髪染めを使用する機会を控える注意喚起の必要性が示唆

された。 

 


